
セッコク（石斛） 
ラン科セッコク属（学名：Dendrobium moniliforme）

朝鮮半島、中国、日本では東北地方南
部以南に生育する小型の着生ランで
「デンドロビウム」と呼ばれるもの
の一種。茎（バルブ）は太く内部に
水分を蓄えられるようになってい
る。細い根で木や岩にしっかりと
着生し、5月～6月上旬にバルブの
先端の節から花茎を出し、白や淡い
ピンク色の芳香がある花を咲かせる。

「長生蘭」の名で古典園芸植物としても親
しまれている。（写真提供：佐藤利春）
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宜しくお願い致します。ありがとうございました。

　前塩釜税務署長の高橋でございます。
　この度の人事異動により、仙台国税局課税第二部消費税課長を拝命しました。
　佐藤会長をはじめ、公益社団法人塩釜法人会の役員及び会員の皆様方には、税務行政に対しまして深
い御理解と格別な御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　１年という短い間でしたが、コロナ禍の様々な制約や御心痛のある中、親会をはじめ、女性部会、青年部会、各支部それぞ
れが活発な活動を展開されている姿を拝見し、皆様の法人会活動への真摯な取組や地域社会に対する熱意に深く感銘を受ける
とともに、大変心強く感じました。
　各支部役員会での会員増強に向けた白熱した議論、佐藤会長と御一緒に浦戸中学校を訪問し作文の表彰を行ったこと、税に
関する標語や絵はがきの審査会で出会った多くの個性的で素晴らしい作品たち、女性部会や青年部会の皆様との和気あいあい
とした懇談など、私にとって思い出いっぱいの１年となりました。
　皆様には、今後も地域企業のけん引役として、また、税務のよき理解者として、積極的な社会貢献活動をはじめ、企業経営
の健全化や税知識の普及などの法人会活動を通じて、税務行政の運営に変わらぬ御支援・御協力を賜りますようお願い申し上
げます。
　特に、添付書類も含めたe-Taxの普及、キャッシュレス納付・納税証明書のオンライン請求の利用拡大、マイナンバーカード
の取得促進、消費税のインボイス制度の円滑な導入といった重要課題にお力添えをよろしくお願いいたします。
　最後になりましたが、公益社団法人塩釜法人会の益々の御隆盛と会員企業の皆様方の御健勝を心より祈念いたしまして、お
別れのあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。

「お別れのあいさつ」

塩釜税務署

新署長プロフィール
仙台国税局では7月10日付で定期人事
異動が発令され、このたび着任された
新署長をご紹介します。
1. 出身地　2. 前任地　　 　（敬称略）

塩釜税務署長

１. 青森県八戸市
２. 仙台北税務署
　  副署長

さ さ き はじめ

佐々木　  元

仙台国税局　課税第二部　消費税課長
ひろしげはしたか

高 橋　繁 弘

【転　 出】 
（敬称略）

「着任のあいさつ」
　この度の定期人事異動で、塩釜税務署長を拝命いたしました佐々木でございます。
　公益社団法人塩釜法人会の皆様方には、日頃から、税務のよき理解者として、税務行政に対す
る深い御理解と多大な御協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　塩釜法人会は、税知識の普及及び納税意識の高揚を目的として各種説明会や租税教室の開催な
どを積極的に展開していただいているとともに、地域企業のけん引役として、地域のニーズに沿っ
た社会貢献活動にも精力的に取り組まれていると伺っております。改めて、佐藤会長様をはじめ、
役員及び会員の皆様の御努力に深く敬意を表しますとともに、心より感謝と御礼を申し上げます。
　また、今般の新型コロナウィルス感染症の拡大を受け、地域の経済活動に大きな影響が生じて
いるところです。皆様には、大変な御苦労や御心痛があることと存じ、心から御見舞申し上げます。
　さて、適格請求書等保存方式、いわゆるインボイス制度につきましては、既にご案内のとおり、
導入は令和５年10月からになりますが、適格請求書発行事業者の登録申請の受付については昨
年の10月から開始されているところです。
　このインボイス制度は、事業者の皆様に制度の理解を十分に深めていただいた上で、それぞれ
の事業の実態に応じた対応や準備を進めていただくことが重要となります。
　会員の皆様におかれましては、令和５年10月からインボイスを交付するためには、事前にイン
ボイス発行事業者としての登録が必要となることについて、取引先へお声がけしていただくなど、
インボイス制度や登録手続きの周知・広報について一層のお力添えを賜りますようお願い申し上
げます。
　最後になりましたが、公益社団法人塩釜法人会の益々の御発展並びに会員企業の皆様方の御健
勝と事業の御繁栄を祈念いたしまして、私の着任のあいさつとさせていただきます。
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適格請求書発行事業者の登録申請を受付中!

消費税

＜塩釜税務署よりお知らせ＞

●インボイス制度に関する一般的なご相談は、軽減・
　インボイスコールセンターで受け付けております。
　【専用ダイヤル】 0120－205－553（無料）
　【受付時間】 9：00～17：00（土日祝除く）

　売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税額等を伝えるものです。具体的に
は、現行の「区分記載請求書」に「登録番号」、「適用税率」及び「税率ごとに区分
した消費税額等」の記載が追加されたものをいいます。

■売手である登録事業者は、買手である取引相手（課税事業者）から求め
　られたときは、インボイスを交付しなければなりません（また、交付し
　たインボイスの写しを保存しておく必要があります）。
■買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則として、取引相手（売
　手）である登録事業者から交付を受けたインボイスの保存（※）等が必要と
　なります。

（※） 　買手は、自らが作成した仕入明細書等のうち、一定の事項（インボイスに記載が必要な事項）が記載され
　　 取引相手の確認を受けたものを保存することで、仕入税額控除の適用を受けることもできます。

インボイス制度について詳しくお知りに
なりたい方は、国税庁ホームページ
（https://www.nta.go.jp）の「インボ
イス制度特設サイト」をご覧ください。

インボイス制度
特設サイト

インボイスの記載事項
①  適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び登録番号
②  取引年月日
③  取引内容（軽減税率の対象品目である旨）
④  税率ごとに区分して合計した対価の額
　  （税抜き又は税込み）及び適用税率
⑤  税率ごとに区分した消費税額等
⑥  書類の交付を受ける事業者の氏名又は名称

●  令和5年10月1日から、消費税の仕入税額控除の方式と　  してインボイス制度が始まります。

●  インボイスを発行するためには、登録申請　  が必要です。

●  登録を受けると、税務署から登録年月日や　  登録番号などが通知されます。

「インボイス」
ってナニ？

「インボイス制度」
ってナニ？

インボイス制度
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青
年
部
会
の
主
た
る
活
動
の
ひ
と

つ
で
あ
る
租
税
教
室
は
、
地
域
の
子

供
た
ち
に
税
金
の
必
要
性
と
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
７
月
12
日
に
は
利
府

町
立
青
山
小
学
校
へ
訪
問
し
、
６
年

生
２
ク
ラ
ス
59
名
を
対
象
に
今
年
度

最
後
の
租
税
教
室
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。
利
府
町
で
の
開
催
は
、
利
府

町
立
し
ら
か
し
台
小
学
校
以
来
、
実

に
12
年
振
り
と
な
り
ま
す
。

　
授
業
は
、
税
務
署
が
作
成
し
た
資

料
に
沿
っ
て
行
い
ま
す
。
税
制
改
正

や
納
税
の
変
更
に
応
じ
て
資
料
も
変

更
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
年
ご
と

で
内
容
が
異
な
り
、
我
々
青
年
部
会

も
勉
強
を
し
て
か
ら
租
税
教
室
に
臨

ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
の
資
料
は
、

昨
年
度
に
更
新
さ
れ
た
も
の
で
、
東

日
本
大
震
災
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
税
の
使
わ
れ
方
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
学
校
の
授
業
で
税
の
学

習
を
終
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
児

童
も
理
解
し
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
税
金
が
な
い
世
界
が
ど
ん
な
も

の
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
ア
ニ
メ
を
放

映
し
、
町
が
ゴ
ミ
で
溢
れ
、
壊
れ
た

道
路
や
橋
も
修
理
さ
れ
ず
、
交
番
を

利
用
す
る
に
も
救
急
車
を
呼
ぶ
に
も

お
金
が
か
か
り
、
不
安
で
、
危
険
で
、

汚
く
変
わ
っ
た
町
を
目
の
当
た
り
に

し
、
税
金
の
必
要
性
を
実
感
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
授
業
の
終
わ
り
に
、

「
税
金
は
必
要
か
」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
も
、
約
９
割
が
「
必
要
だ
」

「
な
い
と
困
る
」
と
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
１
億
円
の
レ
プ
リ
カ

に
触
れ
て
も
ら
い
、
皆
が
納
め
る
税

金
の
重
み
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

授
業
中
は
、
真
剣
に
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
話
を
聞
き
、
途
中
で
メ
モ
用
紙

が
足
り
な
く
な
り
教
師
に
求
め
る
様

子
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
そ
し

て
、
昨
年
度
青
年
部
会
設
立
30
周
年

を
記
念
し
て
寄
贈
さ
せ
て
頂
い
た
書

籍
を
P
R
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
数

名
の
児
童
が
読
ん
で
い
て
、
税
へ
の

高
い
関
心
を
改
め
て
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
児
童
の
質
問
や
反
応
か

ら
学
び
を
得
て
、
分
か
り
や
す
く
、

よ
り
楽
し
い
租
税
教
室
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
精
度
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
年
部
会
　
租
税
教
育
委
員
会
　
　
　
　

委
員
長　

柴
　
原
　
　
大

租
税
教
室
特
集
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 「
多
賀
城
政
庁
跡
は
、奈
良
時
代
の
空
間
！
」

　
多
賀
城
跡
の
発
掘
調
査
は
、
政
庁
跡
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。政
庁
は
、国
府
の
中
心
施
設

で
政
務
や
儀
式
が
行
わ
れ
た
所
で
す
。
調
査

の
結
果
、
正
殿
、
脇
殿
、
後
殿
、
南
門
と
築
地

（
土
塀
）が
確
認
さ
れ
、
宮
城（
き
ゅ
う
じ
ょ

う
）の
朝
堂
院（
ち
ょ
う
ど
う
い
ん
）式
政
庁

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
多
賀
城
の
性
格
が
蝦
夷
の
征
討
の
軍
事
基

地「
砦（
と
り
で
）」か
ら
政
治
的
・
行
政
的
な

「
国
府
」へ
と
遺
跡
認
識
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　
正
殿
は
、
政
庁
地
区
の
中
で
最
も
重
要
な

建
物
で
、
東
西
７
間（
22
．8
ｍ
）、
南
北
４
間

（
12
．0
ｍ
）の
規
模
を
も
ち
、四
面
廂
付
建
物

で
奈
良
時
代
の
第
Ⅱ
期
に
礎
石
式
の
建
物
に

建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
存
す
る
礎
石
の

中
で
11
個
は
、
奈
良
時
代
に
据
え
ら
れ
た
本

物
の
礎
石
で
す
。
礎
石
の
表
面
に
柱
の
痕
跡

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
正
殿
の
南
正
面
に
敷
き
詰
め
ら

れ
た
石
敷
広
場
も
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た

も
の
で
、
現
在
の
整
備
面
は
こ
の
石
敷
き
を

露
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
、築
地
内
側
の
石
組

溝
や
石
敷
広
場
の
石
組
溝
も
奈
良
時
代
に
設

置
さ
れ
た
本
物
の
石
組
溝
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
現
在
環
境
整
備
さ
れ
て
い

る
政
庁
跡
の
地
表
面
は
、
奈
良
時
代
当
時
の

地
表
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
庁
の
空
間
は

奈
良
時
代
と
同
じ
空
間
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。
古
代
の
遺
跡
が
地
上
に

現
れ
て
い
る
よ
う
す
を
是
非
、
直
接
触
れ
て

み
て
下
さ
い
。

 

「
街
並
み
の
発
見
！ 

―
古
代
の
都
市
計
画
―
」

　
多
賀
城
跡
の
南
面
地
区
一
帯
に
東
西
大
路

と
南
北
大
路
、
小
路
が
検
出
さ
れ
碁
盤
目
状

の
街
並
み
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
北
大
路
は
、
政
庁
か
ら
多
賀
城
南
門
に

通
じ
る„
政
庁
南
大
路“
の
延
長
線
上
に
あ
り
、

南
門
か
ら
直
線
的
に
道
幅
は
18
ｍ
で
建
設
さ

れ
、そ
の
後
23
ｍ
に
拡
幅
さ
れ
て
い
ま
す
。東

西
大
路
は
、
山
王
遺
跡
東
町
浦
地
区
で
初
め

て
発
見
さ
れ
、路
幅
12
ｍ
、両
側
に
側
溝
が
造

ら
れ
て
お
り
、
東
延
長
線
上
で
直
線
的
に
多

賀
城
の
南
面
に
伸
び
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
多
賀
城
南
門
か
ら
5
5
0

ｍ（
当
時
の
単
位
で
5
町
）離
れ
て
お
り
、
外

郭
南
辺
築
地
と
並
行
す
る
方
向
を
も
つ
こ
と

が
解
り
ま
し
た
。

　
大
路
を
基
準
と
し
て
、
東
西
・
南
北
に
概

ね
１
町
間
隔
で
小
路
が
方
格
に
区
割
り
さ
れ

て
お
り
、
東
西
大
路
沿
い
の
区
画
に
は
国
司

館（
こ
く
し
の
た
ち
）、
南
北
大
路
沿
い
の
区

画
か
ら
は
大
型
建
物
群
や
特
殊
建
物
群
な
ど

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、東
西
大
路

に
面
す
る
区
画
か
ら
全
国
的
に
初
め
て„
国

守
館（
く
に
の
か
み
の
た
ち
）“
と
み
ら
れ
る

遺
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
街
並
み
の
中
に
は
、
多
賀
城
に
勤
務
す
る

役
人
の
住
宅
や
庶
民
の
住
宅
の
他
に
、
漆
工

房
・
鍛
冶
工
房
・
骨
角
製
品
工
房
、さ
ら
に
は
、

人
面
墨
書
土
器
や
斎
串（
い
ぐ
し
）・
形
代

（
か
た
し
ろ
）・
絵
馬
な
ど
の
祭
祀
具
等
が
出

土
し
て
お
り
、
都
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
祭

祀
も
行
わ
れ
て
い
る
様
子
も
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

 【
河
川
に
架
け
ら
れ
た
大
橋
の
発
見
】

　
多
賀
城
南
門
か
ら
約
3
0
5
ｍ
付
近
で
南

北
大
路
を
河
川
が
横
断
し
て
お
り
、
そ
こ
に

架
け
ら
れ
た
橋
の
橋
脚
64
本
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。橋
の
規
模
は
、長
さ
約
21
ｍ
幅
約
7

ｍ（
橋
桁
5
間
、
梁
行
２
間
）で
、
中
央
間
が

広
く
路
面
に
親
柱
の
柱
穴
が
検
出
さ
れ
、
橋

の
形
状
は
、高
欄
が
取
り
付
く
反
橋（
そ
り
は

し
）と
想
定
さ
れ
ま
す
。南
北
大
路
と
橋
の
様

子
は
、
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
城
南
地
区
の
住

宅
地
の
中
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
賀
城
の
古
代
街
並
み
の
範
囲
は
、
こ
れ

ま
で
の
発
掘
調
査
の
結
果
、
東
西
約
１
７
０

０
ｍ
、南
北
約
9
0
0
ｍ
に
及
ん
で
お
り
、さ

ら
に
延
び
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Relay Talk
vol.44

明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

古代都市の復元イラスト（早川和子原作）

正殿跡の礎石
（表面の丸い痕跡が柱跡）

正殿前の石敷き広場
（奈良時代に敷かれた石） 政庁正殿跡（発掘調査平面図）　　■：礎石

「
今
昔
を
通
し
た
多
賀
城
の
紹
介
」

（
6
回
シ
リ
ー
ズ
╱
3
回
）

七
ヶ
浜
町  
高
倉 

敏
明

　
間
も
な
く
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年

を
迎
え
る „
多
賀
城
“の
歴
史
的
な
価

値
と
重
要
性
を
知
っ
て
頂
く
た
め
、6

回
シ
リ
ー
ズ
で
多
賀
城
を
紹
介
し
ま
す
。

第
3
回
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〔新会員紹介〕 R4.1.1～ R4.8.31　【加入5社】入会者の公開範囲の選択により、広報紙等でご紹介できない会員、項目等があります。

あ
と
が
き

　
日
々
、
感
染
者
数
が
増
減
す
る
中
で
も
各
地
で

は
お
祭
り
が
復
活
し
始
め
て
い
ま
す
が
当
地
で
も

７
月
に
は
塩
竈
み
な
と
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
9
月
号
の
表
紙
に
は
前
夜
祭
花
火
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
当
日
は
生
憎
の
天
候
で
し
た
が
花
火
が

上
が
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
皆
さ
ん
お
祭
り
を

待
ち
望
ん
で
居
る
事
が
伝
わ
る
様
子
が
実
感
で
き

ま
し
た
。

　
又
、
甲
子
園
で
宮
城
県
勢
の
初
優
勝
に
よ
り
悲

願
で
あ
っ
た
優
勝
旗
の
白
河
越
え
の
夢
が
実
現
し

た
こ
と
に
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
長　
宮 

城　
　

 

順

塩
釜
法
人
会
は
、
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松
島
町
・

七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
管
内
の
約
1
0
0
0
社
の
会

社
・
事
業
者
が
加
入
す
る
経
営
者
の
団
体
で
す
。

法
人
会
に
加
入
し
て
知
識
と
人
脈
を
広
げ
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

１　

各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
や
著
名
人
に
よ
る

　
　
　

講
演
会
に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

　

２　

経
営
者
や
従
業
員
も
利
用
で
き
る
福
利
厚

　
　
　

生
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す

　

３　

多
種
多
様
の
経
営
者
と
の
出
会
い
が
、
新

　
　
　

た
な
仲
間
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

　
　
　

に
繋
が
り
ま
す

法
人
会
に
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
、
ご
近
隣
や

お
知
り
合
い
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
支
部
役
員

ま
た
は
事
務
局
に
ご
紹
介
下
さ
い
。

塩釜税務署 法人課税第一部門 担当官によるセミナー等

参加者募集中!

令和4年7月6日付で採用となりました川口紀幸です。
前職までの分野とは全く違った分野での業務となり、
１ヶ月以上経過した今でも覚えることが山のようにあ
り、日々、勉強の毎日です。
今後も皆様にご迷惑をおかけすることが多々発生す

ると思いますが、早く皆様のお役に立てるように進めていきたいと
思います。今後ともよろしくお願いします。

新
入
会
員
募
集

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

（　　  ）10:00～
13:30～

※インボイス制度の導入の対応に係る留意点について解説
します。また、インボイス発行事業者の登録を希望される
方を対象に、「登録申請説明会」も開催します。

日　時：令和4年10月5日（水） 2回
会　場：マリンゲート塩釜  ３階マリンホール

インボイス制度の留意点1

※源泉所得税の誤りやすい項目のほか、令和5年10月から
導入される消費税のインボイス制度について説明します。

日　時：令和4年10月12日（水） 13：30～
会　場：マリンゲート塩釜  ３階マリンホール

経理担当者実務セミナー2

※決算に際し誤りやすい項目のほか、令和5年10月から導
入される消費税のインボイス制度について説明します。

日　時：令和4年11月９日（水） 13：30～
会　場：マリンゲート塩釜  2階ベイサイドルーム

決算法人説明会3

（　　  ）10:00～
14:00～

※年末調整の手順や誤りやすい事項を取りまとめている
チェック表の活用などのポイントを解説いたします。また、
令和5年10月から導入される消費税のインボイス制度に
ついて説明します。

日　時：令和４年11月16日（水） 2回
会　場：マリンゲート塩釜  ３階マリンホール

年末調整説明会4

　参加申込は、広報誌9月号同封のチ
ラシ又はホームページ掲載のチラシよ
りお申し込み願います。
※お車でご来場の際は、最寄りの駐車場をご利用ください。

㈱東北酸素
㈱東北ハート建材
㈲三和建装工業所
㈱エムテック
㈱宮城読売IS

塩釜東部
多 賀 城
七 ヶ 浜
七 ヶ 浜
利　　府

塩釜市貞山通3‒18‒10
多賀城市宮内1‒7‒37
七ヶ浜町汐見台5‒2‒14
七ヶ浜町境山2‒1‒8
利府町神谷沢字化粧坂51‒1

鈴　木　昌　之
鈴　木　宗　俊
五十嵐　　　顕

代　表　者 業　　種所　　在　　地名　　　　　称支　部
一般貨物運送業
建築資材販売
塗装工事業
空調工事業
広告代理業

受講料：すべて無料
※筆記用具をご持参ください

※
表
紙
写
真
提
供
／ （
公
社
）塩
釜
青
年
会
議
所

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
４
年

9月13日㈫
9月14日㈬
9月15日㈭
9月21日㈬
9月27日㈫
9月28日㈬

10月  5日㈬

10月12日㈬
10月13日㈭
10月13日㈭
10月18日㈫
10月21日㈮
10月25日㈫
11月7日～18日
11月  9日㈬

11月16日㈬

11月22日㈫
11月25日㈮

県連第２回総務委員会
県女連研修会
県連第２回広報委員会
県連第２回税制委員会
第15回税の絵はがきコンクール審査会
県連第２回理事会

インボイス制度説明会

経理担当者実務セミナー
新設法人説明会
第38回全国大会（千葉大会）
県連第２回厚生委員会
第28回税の標語審査会
県連第2回組織委員会
税の絵はがき作品展示
決算法人説明会

年末調整説明会

東北六県連運営協議会
全国青年の集い沖縄大会

15：00
15：00
15：00
15：00
14：00
16：00
10：00
13：30
13：30
13：30
14：00
15：00
14：00
15：00

13：30
10：00
14：00
15：00
14：00

仙台ビルディング
パレスへいあん

仙台ビルディング
仙台ビルディング
マリンゲート塩釜3F
仙台ビルディング

マリンゲート塩釜3F

マリンゲート塩釜3F
マリンゲート塩釜2F
幕張メッセ
未定
マリンゲート塩釜3F
未定
利府町役場（ペアパル1F）
マリンゲート塩釜2F

マリンゲート塩釜3F

江陽グランドホテル
沖縄アリーナ

これからのスケジュールこれからのスケジュール

新
局
長
の
横
顔


